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１．はじめに 

 大学生は、大学において日常的に教育を

受けている。その講義や実習に関していえ

ば、昨今はアクティブ・ラーニングが推奨

されている 1-3)とはいえ、一般的には受動的

な立場にあるといえる。しかし、医学や獣

医学を学ぶ学生が将来、臨床に従事すると、

患者や動物の飼い主に対して疾病の状態や

治療方針などについて説明する必要が生じ、

いわば教育的な内容を伝える立場になる。

そのため、近年は医療コミュニケーション

学や獣医療コミュニケーション学などの学

問が確立され、医学教育や獣医学教育に取

り入れられるようになっている。 
 また、医療や獣医療の現場では、従来の

コンプライアンスモデルに代わってアドヒ

アランスモデルやコンコーダンスモデルが

推奨されるようになりつつある。アドヒア

ランスモデルやコンコーダンスモデルは、

患者や動物の飼い主に対して治療方針等を

一方的に伝えるのではなく、それについて

の納得を得ること、あるいは患者や飼い主

の意向を診療に反映させることを目指して

いる 4,5)。このためには、様々な背景を有す

る患者や飼い主と良好なコミュニケーショ

ンを図るための技術が必要である。しかし、

大学教育の場においてこうした技術を修得

する機会は、コミュニケーション学の実習

等があるにしても、実際には少ないのが現

状である。 
 このたび、小学生を対象とする人材育成

事業である「バリバリ・ビジネスキッズ・

プロジェクト 2022」に獣医学部学生がトレ

ーナーとして参加する機会を得た。そこで、

このイベントへの参加が獣医療におけるア

ドヒアランスやコンコーダンスの向上のた

めに有用であるか、参加の意義等について

考察を試みた。 
 
２．「バリバリ・ビジネスキッズ・プロジェ

クト 2022」の趣旨 

 「バリバリ・ビジネスキッズ・プロジェ

クト 2022」は、愛媛県今治市に所在する一

般財団法人今治地域地場産業振興センター

が人材育成事業の一環として実施している

もので、小学生を対象とする起業体験イベ

ントである。実際の商品の販売活動を簡略

化して実施し、このビジネス体験を通して

起業家精神を意識づけることによって、小

学生が自立性や社会性を身につけるととも

に、社会のルールやマナーへの理解を深め、

夢をもってチャレンジすることの大切さを

学ぶことを目的としている。具体的には、

模擬会社の設立に始まり、事業計画書の作
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成と資金の調達、商品の仕入れと販売のた

めの準備、実際の販売、決算報告書の作成

などが行われている。 
 愛媛県今治市ではタオルの製造が重要な

地場産業の 1 つとなっている 6)。一般に ‘今
治タオル’ と称されている製品がこれにあ

たる。こうした背景から同センターでは毎

年、秋に「今治せんいまつり」を主催して

いるが、「バリバリ・ビジネスキッズ・プロ

ジェクト」またはそれ以前に行われた同様

の小学生対象のイベントは、原則として「今

治せんいまつり」の開催にあわせて 2006
年から毎年 1 回、10 月 (2007 年は 8 月、

2006 年と 2021 年は 11 月) に行われてい

る。 
 

３．「バリバリ・ビジネスキッズ・プロジェ

クト 2022」の概要 

 「バリバリ・ビジネスキッズ・プロジェ

クト 2022」は 2022 年 10 月 8 日 (土) と 9
日 (日) の 2 日間にわたって「今治せんい

まつり 2022」に併催の形で今治地域地場産

業振興センター (愛媛県今治市) を会場と

して開催された。参加者は今治市内の小学

校の 4 年生から 6 年生とし、その募集はチ

ラシやウェブサイト等を介して行われた。

その結果、参加した小学生は 15 名 (4 年生

3 名、5 年生 9 名、6 年生 3 名) であった。

今治市内には現在、26 校の小学校が設置さ

れているが、このうちの 9 校の小学生の参

加を得た。2 日間の活動は以下のようであ

る。 
 
３－１ 第 1 日の活動 
 1 日目は、午前 9 時から開始された。参

加者 15 名は、主催者があらかじめ定めた 3
つのグループに 5 名ずつに分かれ、主催者

からの挨拶とスタッフの紹介の後、SDGs 
(sustainable development goals) を題材

としたカードゲームによるアイスブレーキ

ングを行った。アイスブレーキングは、参

加者が複数の異なる小学校から参加してい

るために、お互いに打ち解けることを目的

としている。 
 続いて、来場した伊予銀行の行員から銀

行に関する説明があり、その後、各グルー

プは、主催者が用意した 3 つの商品 (生椎

茸、ミニトマト、温州みかん) からそのグ

ループが販売する商品を選択した。この品

物の選択にあたっては、それぞれの物品の

生産者の同席のもと、主催者から 1 品につ

いて約 10 分間のプレゼンテーションがあ

り、それを参考にして参加者が扱いたい商

品を選ぶこととした。なお、各グループで

取り扱いの希望が重複した商品については、

じゃんけんで決定した。 
 販売する商品が決まった後は、それに必

要な資金を調達するために銀行から借り入

れを行ったが、この借り入れのために事業

計画書のほかに借入の申込書を作成し、実

際に来場した銀行員と相談のうえで借り入

れが実現するようにした。 
 そして、その資金をもって、各々のグル

ープは、今治地域地場産業振興センターに

対して販売場所の借用料として 200円を支

払うとともに、生産者と値引き交渉を行っ

た後に物品を購入し、購入した品物を販売

のために小分けするなどの作業を行った。

具体的には、生椎茸を選択したグループは 
8 kg を仕入れ、それを販売用に約 220 g 
ずつ、35 袋に小分けした。また、ミニト

マトを選択したグループは 9 kg を仕入れ、

約 200 g ずつの 45 袋に、温州みかんを

選択したグループは 70 kg を仕入れ、約 
1 kg ずつの 70 袋に小分けした。さらに、

販売のための陳列台を段ボール箱で組み立

て、商品の値札のほか、販売場所に掲示す

るポスターや商品の近くに貼り付ける

POP (point of purchase advertising) 広告

などを作り、16 時に 1 日目の作業を終了し
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た。なお、この時刻までに完成しなかった

ポスターや POP 広告については、翌日に

作成を継続することにした。 
 
３－２ 第 2 日の活動 
 2 日目も 1 日目と同じく午前 9 時から作

業を開始した。まず、1 日目に完成に至っ

ていなかったポスターや POP 広告を完成

させ、商品の販売の準備を整えた。そして、

10 時 30 分から実際に販売を開始したとこ

ろ、およそ 30 分間で、3 つのグループとも

に仕入れた商品を完売することができた。 
 その後は、収支決算書を作成し、銀行に

借入金を返済するとともに金利を支払い、

このイベントを終了した。 
 なお、上記の活動で各々のグループが得

た収益と今治地域地場産業振興センターが

販売場所の貸し出しで得た収益および銀行

が得た金利は、すべて日本赤十字社へ「令

和４年台風第 15 号災害義援金 (静岡県)」
として寄附した。 
 
４．「バリバリ・ビジネスキッズ・プロジェ

クト 2022」への獣医学部学生の参加 

 「バリバリ・ビジネスキッズ・プロジェ

クト 2022」のトレーナーとして岡山理科大

学獣医学部獣医学科の 4 年次学生 4 名が参

加した。2022 年は小学生 15 名が 3 つのグ

ループに分かれてこのイベントに参加した

ため、大学生 3 名が各グループを担当し、

他の 1 名は無任所として全体をサポートし

た。 
 トレーナーは、前項で述べた種々の活動

に際して、とくに模擬会社の設立にあたっ

ての社長等の役割分担の決定、事業計画書

の作成、銀行からの資金の借り入れのため

の書類の作成、販売する品物の購入とその

小分け、商品の値付け、実際の販売、収支

決算書の作成、銀行への借入金の返済など

について援助を行った。ただし、話し合い

中の小学生に対してトレーナー自身の考え

を最初から伝えることはせず、小学生から

の相談に応じて適宜に助言を与えるように

努めた。 
 すなわち、トレーナーとして参加した獣

医学部学生は、小学生とのコミュニケーシ

ョンを図る際に、医療ないし獣医療領域に

おけるアドヒアランスモデルおよびコンコ

ーダンスモデルを念頭におき、会話に際し

て相手の話をよく効き、相手が話している

間はそれを遮らないようにした。加えて、

相手の話に対して頷くなど、共感の姿勢を

示すことを心がけた。そして、トレーナー

からの推奨を提案するときは、両者の知識

量に大きな隔たりがあることを認識したう

えで、相手が納得できるように丁寧な説明

を行うこととした。また、小学生からの提

案の変更を推奨するにあたっては、まずは

相手の案を認め、その優れたところなどを

指摘したうえで、改善点とともに修正案を

提示し、その後に相手の原案の良いところ

について再度の指摘を行うようにし、いわ

ゆるサンドイッチ形式での推奨を実施した。 
 本イベントの終了後、上記のトレーナー

としての業務に関して、YWT 法をフレー

ムワークとして大学生４名の「振り返り」

を行った。なお、YWT 法とは、株式会社

日本能率協会コンサルティングが開発した

振り返り・リフレクション (内省) の考え

方・実践手法で、「やったこと (Y)」「わか

ったこと (W)」「次にやること (T)」を１枚

のシートに記入し、これを整理することで

自律的な振り返りを実施するというもので

ある。ただし、本イベントに参加した大学

生は当面、同様のイベントに再び参加する

予定がないため、「次にやること (T)」につ

いては、主に将来に「やること、やりたい

こと」を記入した。その結果、参加した獣

医学部学生は医療コミュニケーションまた

は獣医療コミュニケーションにおけるアド 
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表 1 小学生を対象とする人材育成事業「バリバリ・ビジネスキッズ・プロジェクト 2022」
にトレーナーとして参加した大学生の「振り返り」(YWT 法*1をフレームワークとして) 

 学生 A 学生 B 学生 C 学生 D 

 (生椎茸販売の 

グループ担当) 

(ミニトマト販売の 

グループ担当) 

(温州みかん販売の 

グループ担当) 
(無任所) 

Y 

参加者(小学生)の考えを否

定しないように心がけ, で

きる限り児童の気持ちを汲

み取るようにした。参加者

(小学生)が行いたいことを

やらせてみて, 不適切なこ

とに対してはその後に代替

案を提示した。消極的な児童

に対しては, 作業を強要す

るのではなく, どうしたい

のか希望等を聞いたうえで

グループ活動への参加を促

した。 

参加者(小学生)の話に耳を

傾け, 児童の率直な意見を

吸い上げることを目指した。

児童への説明等に際して, 

理解が得にくい事項に関し

ては図を用いて説明した。 

参加者(小学生)が理解しに

くいと思われた点に積極的

に介入し, 疑問の解消に努

めた。許容の範囲内で雑談等

をし, 児童と良好な関係を

築けるように心がけ, 各々

のグループの雰囲気がよく

なるように配慮するととも

に, 期間中に児童の興味が

続くように努めた。 

各グループを巡回して適宜

に声をかけ, グループ内で

参加者(小学生)のチームワ

ークが良好になるように努

めた。児童とトレーナーとし

て参加した自身には知識量

に大きな差があるため, そ

のためにコミュニケーショ

ンが円滑に行われなくなら

ないように留意した。 

W 

相手の意見を頭ごなしに否

定せず, そのよいところを

取り上げると, 多様な意見

を反映した活動ができるこ

とがわかった。まずは好きな

ように作業をさせることで, 

その後に提示した代替案が

受け入れられやすくなるこ

とがわかった。消極的な参加

者には, 個別に丁寧に接す

るとよいことがわかった。 

大学で受講する立場から発

信する立場になったとき, 

発信のための技術が必要で

あることが割った。どのよう

なことが相手に伝わりにく

いかがわかった。説明の方法

として図を用いると理解を

得やすいことがわかった。 

トレーナーとして参加した

自身と児童の視点には大き

な相違があり, 児童の視点

を理解し, 歩みよる必要が

あることがわかった。相手に

話を理解してもらうために

は信頼関係の構築が必要で

あることがわかった。 

児童とのコミュニケーショ

ンにおいて, 丁寧な説明を

行うことにより, その成否

に知識量の多寡は問題にな

らないことがわかった。 

T*2 

この経験を生かして, 獣医

師として臨床に従事する際

には, 治療等のプランを飼

い主に押し付けるのではな

く, いくつかの選択肢を提

示し, 納得を得るような会

話を行いたい。 

獣医師として臨床に獣医す

る際, 飼い主に病態や治療

のプラン等を飼い主に説明

するにあたって 図を用いて

のわかりやすい会話を試み

たい。 

対場が異なる人と話をする

際には, 相手の視点を理解

するように努めたい。獣医師

として臨床に従事する際に

は, 飼い主との信頼関係を

築いて診療にあたりたい。 

今回は小学校４年から６年

に児童を対象とした企画で

あったが, 小学校低学年の

児童とのコミュニケーショ

ンについても同様な機会を

得て挑戦してみたい。 

*1 YWT 法は「やったこと」「わかったこと」「次にやること」の各々のローマ字表記の頭文字から命名されている。 

*2 T の項目は、参加した大学生は当面、こうしたイベントに再び参加する予定がないため、主に将来に「やること、

やりたいこと」を記入した。
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ヒアランスモデルやコンコーダンスモデル

に合致する会話を小学生と行ったことが確

認された (表１)。 
 
４．考 察 

 このたびのイベントは、小学生を対象と

する起業体験または商業体験といえるもの

である。小学生や中学生を対象とする同様

の試みは、愛媛県今治市だけでなく他の地

域においても、学校内に限らず、地方自治

体との連携のもとで行われており、教育上

の多くの成果が得られることが報告されて

いる 7-15)。本稿では、小学生および中学生

への教育的な効用とは視点を変え、このよ

うな試みに大学生、とくに獣医学部の学生

がトレーナーとして参加することの意義に

ついて考えたい。 
 現在の医療あるいは獣医療にあっては、

アドヒアランスまたはコンコーダンスの向

上が求められるようになっている。従来は、

医療者または獣医療者の側からの提案、た

とえば薬剤の選択やその服用方法に関する

指示を受け入れ、それを遵守する患者や動

物の飼い主が「よい」患者、「よい」飼い主

と考えられており、これをコンプライアン

スがよいとされていた。しかし、医療者や

獣医療者からの提案や指示を患者や飼い主

が納得していないと、疾病の急性期にはそ

れを遵守しても、慢性疾患などで長期間に

わたって服薬を継続するようなことは次第

に難しくなる傾向がある。そのため、患者

や飼い主が治療方針などについて納得する

ような説明を心がけるアドヒアランスモデ

ルや、さらには彼らを医療チームまたは獣

医療チームの一員として考えるコンコーダ

ンスモデルの有用性が指摘されるに至って

いる。こうしたアドヒアランスモデルやコ

ンコーダンスモデルでは、医療者と患者、

獣医療者と飼い主の間に信頼関係が成立し

ている必要があり、そのために医療者や獣

医療者は患者や飼い主と十分なコミュニケ

ーションを図らなければならない 4,5)。 
 ただし、患者や飼い主を医療チームまた

は獣医療チームの一員として考えるとはい

え、医療や獣医療に関する知識量は、医療

者や獣医療者のほうが圧倒的に多いことは

事実である。そのため、医療者や獣医療者

から患者または飼い主に説明すべきことは

多い。そのコミュニケーションのための技

術も、医療者や獣医療者に求められるよう

になっているのが現状である。この際のコ

ミュニケーション技術として、教育等にお

ける手法も大きく役立つであろう。しかし、

医学教育や獣医学教育を提供している大学

では、必ずしも教職課程が設置されている

わけではなく、学生が教育の実践を経験す

る機会は少ない。 
 今回の「バリバリ・ビジネスキッズ・プ

ロジェクト 2022」に獣医学部学生が参加し

た意義は、大学生と比べて圧倒的に知識量

が少ない小学生に対してトレーナーとして

接する機会を得たことにあろう。学生が「振

り返り」で述べているとおり、小学生を相

手に諸々の説明、とくに教育的な説明を行

うことは、普段は大学において教育を受け

る側にある学生が反対に教育的な内容を伝

える側になるという逆転があり、大学での

日常の講義や実習とは異なる有意義な経験

となったと思われる。とりわけ、小学生の

意向を汲みつつ、イベントにおける作業を

円滑に進行させていくことは、動物の飼い

主の希望に沿った形で診療を行っていくと

いう獣医療におけるコミュニケーションの

修得の基礎ともなると推察した。 
 また、このイベントを終えた際の参加学

生の「振り返り」をみるかぎり、学生は獣

医療におけるアドヒアランスモデルやコン

コーダンスモデルに合致するコミュニケー

ションを図っていたことが確認された。こ

のことから、獣医療への従事を目指す学生
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は、こうした機会を通して、アドヒアラン

スやコンコーダンスに関するコミュニケー

ション技術の向上を図ることが可能であり、

スキルアップに役立てることができると考

えた。 
 大学の獣医学教育において、コミュニケ

ーション技術の向上を図るには、限られた

時間内での講義や実習があるにすぎず、そ

の実習においても通常はシナリオに沿った

形での会話が行われる。不測の会話に対応

する技術を修得するには臨床実習などが有

用であるが、その機会は多くはない。そこ

で、このたびのようなイベントを通じてコ

ミュニケーション技術を向上させることは、

日ごろの大学教育を補完する意味もあると

思われる。 
 さらにまた、大学生がこうしたイベント

にトレーナーとして参加したうえで教育的

な行為を行うことは、コミュニケーション

技術を向上させるための基礎的トレーニン

グとして有用なだけでなく、大学において

教育を受ける側としての意識の改革にもつ

ながるのではないかと考えた。 
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